
（別紙３）

～ 2026年2月20日

（対象者数） 28 （回答者数） 16

～ 2026年2月20日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
　講師と連携しながら、子ども達の好きな曲などを取り入れ

たプログラムを検討していく。

2
　双方からの積極的な関わりを引き出せるよう、職員が介入

しながら支援する。

3
　調理やイベント時の活動で、子ども達が主体的にできるこ

とが増えるよう、支援内容を検討・工夫する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
　祝日や長期休暇などに参加しやすいイベントがあれば、積

極的に参加する。

2
　研修に参加しやすいような職員配置、外出についても法人

内で連携していく。

3

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

　ミュージックケアを定期的に実施している。
　それぞれの特性に応じた参加の仕方を工夫し、楽しめるよ

うにしている。

○従業者評価実施期間
2026年2月9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年2月25日

○事業所名 キッザリオン　ルージュ

○保護者評価実施期間
2026年2月9日

○保護者評価有効回答数

　職員体制に余裕がない。

　安全面を考慮すると、外出できる範囲（施設や実施日な

ど）が制限されてしまう。外部研修などに積極的な参加が難

しい。

　重症心身障害児さんも含め様々な障害のお子さんが一緒に

過ごすことで、思いやりの気持ちが培われる。

　安全に考慮しながら一緒に参加できる活動や遊びを工夫し

ている。

　季節ごとの行事や制作活動、誕生会などを実施している。

　季節感が感じられるようなイベントや調理活動の実施、誕

生会ではフォトフレームを使った記念写真の撮影やおやつ作

りなどを行っている。

　地域との交流や関わりが少ない。 　地域イベントや地域の子どもたちと交流する機会がない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所における自己評価総括表公表


